
Title 『漢語訳解普通用文章』の漢語 : 左ルピに用いられ
た漢語をめぐって

Author(s) 小椋, 秀樹

Citation 待兼山論叢. 文学篇. 1995, 29, p. 15-28

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/47845

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



『
諜
普
通
用
文
章
』

の
漢
語

1
1
1左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
た
漢
語
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

椋

秀

樹

lま

じ

め

明
治
期
の
往
来
物
に
は
、
『
漢
語
用
文
』
（
明
治
五
）
、
『
漢
語
文
章
大
全
』
（
明
治
五
）
な
ど
の
よ
う
に
、
書
名
に
「
漢
韮
巴
を
冠
す

る
も
の
が
多
く
あ
お
w

そ
れ
ら
の
往
来
物
で
は
、
漢
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

本
文
に
用
い
ら
れ
た
漢
語
に
は
、
多
く
の
ば
あ
い
語
形
を
示
す
右
ル
ピ
と
、
語
義
を
示
す
左
ル
ピ
と
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
左
ル
ピ

に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
は
、
和
語
が
中
心
で
あ
る
が
、

し
ば
し
ば
漢
語
も
見
ら
れ
る
。
本
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
語
の
性
質
な
ど
に

つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
は
、
明
治
期
の
往
来
物
の
語
業
研
究
と
し
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
左
ル
ピ
の
漢
語
も
本

文
の
漢
語
と
は
異
な
る
性
質
を
持
つ
、
あ
る
一
群
の
語
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
明
治
期
の
往
来
物
の
な
か
か
ら
『
議
普
通
用
文
章
』
〈
明
治
さ
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
左
ル
ピ
に
見
ら

15 

れ
る
漢
語
の
性
質
に
つ
い
て
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
、
往
来
物
の
語
棄
の
研
究
に
ど
の
よ
う
に
利
用
で
き
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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今
回
と
り
あ
げ
た
『
譲
…
普
通
用
文
章
』
の
書
誌
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

O
書
名

内
題
『
普
通
用
文
章
』

題
築
・
見
返
『
鵡
踊
普
通
用
文
章
』

O
刊
行

明
治
五
年
（
見
返
か
ら
）

O
著
者

荻
田
長
三

O
出
版

浪
華

費
文
堂
蔵

O
大
き
さ

縦
一
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

横
二
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

O
丁
数

序
四
丁

目
次
七
丁

本
文
九
七
丁

O
書
状

ハ
四
通

本
稿
で
『
鵡
蹄
普
通
用
文
章
』
（
以
下
、
本
書
の
書
名
は
内
題
に
よ
っ
て
『
普
通
用
文
章
』
と
記
す
）
を
資
料
と
し
た
理
由
は
、
次
の

ニ
点
で
あ
る
。

一
．
著
者
の
荻
田
長
三
は
、
漢
語
辞
書
『
新
令
字
解
』
（
慶
応
四
）
の
編
纂
者
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
一
人
物
が
編
纂
し

た
住
来
物
と
漢
語
辞
書
と
の
収
録
語
棄
の
差
異
や
共
通
点
な
ど
、
今
後
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
．
本
文
中
の
漢
語
に
対
し
、
詳
細
に
左
ル
ピ
を
付
し
て
い
る
の
で
、
多
く
の
用
例
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。



本
節
で
は
、
『
普
通
用
文
章
』
の
左
ル
ピ
の
漢
語
の
性
質
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
考
察
に
入
る
ま
え
に
、
右
ル
ピ
と
左
ル
ピ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
施
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
『
普
通
用

文
章
』
で
は
、
右
ル
ピ
は
ひ
ら
が
な
、
左
ル
ピ
は
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
て
い
る
。
左
ル
ピ
に
漢
語
、
が
用
い
ら
れ
て
い
る
ば
あ
い
も
、

カ

タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
漢
字
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
右
ル
ピ
は
語
形
を
示
し
、
左
ル
ピ
は
語
義
を
示
し
て
い
る
。

てコ

『議普通用文章』の漢語

ぎ
に
、
そ
の
例
を
あ
げ
て
お
く
。

2鳳T
2暦2

2改t
メ端2
手千2
2里9
1同fz風す
芽め
出で
度？
申
収2
候め

（
一
オ
〉

と
こ
ろ
で
、
辞
書
の
語
釈
な
ど
の
解
説
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
語
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
は
、
山
田
（
一
九
七
五
）
、
土
屋

（
一
九
八
四
〉
、
湯
浅
（
一
九
九
一
）
な
ど
が
あ
る
。
山
田
（
一
九
七
五
）
で
は
、
明
治
期
の
漢
語
辞
書
を
資
料
と
し
て
、
そ
の
語
釈

に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
語
を
、
次
の
二
点
か
ら
、

日
常
に
用
い
ら
れ
る
平
易
な
語
と
考
え
て
い
る
。

一
．
解
説
を
に
な
う
語
で
あ
る
。

二
．
か
な
書
き
さ
れ
て
お
り
、
漢
｛
圭
表
記
と
い
う
便
宜
を
と
ら
な
く
て
も
容
易
に
意
味
が
理
解
で
き
る
語
と
考
え
ら
れ
る
。

土
屋
（
一
九
八
四
〉
、
湯
浅
（
一
九
九
一
〉
も
山
田
と
同
様
、
語
釈
中
の
漢
語
を
日
常
語
な
い
し
、

一
般
性
の
高
い
語
と
考
え
て
い

17 

る
。
そ
し
て
、
土
屋
は
『
臼
本
国
語
大
辞
典
』
に
江
戸
時
代
以
前
の
用
例
の
あ
る
こ
と
を
、
湯
浅
は
『
書
言
字
考
節
用
集
』
『
大
全
早
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引
節
用
集
』
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
基
準
と
し
て
、

日
常
語
な
い
し
、

一
般
性
の
高
い
語
で
あ
る
こ
と
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
『
普
通
用
文
章
』
の
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
た
漢
語
も
解
説
を
に
な
う
語
で
あ
り
、

か
つ
、

か
な
書
き
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
般
語
と
仮
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
江
戸
後
期
口
語
資
料
の
中
か
ら
『
浮
世
風
呂
』
『
浮
世
床
』
『
夢
酔
独
骨
一
口
』
の
三
種
を
用
い
、
『
普
通
用
文
章
』

の
左
ル
ピ
の
漢
語
が
ど
の
程
度
、
こ
れ
ら
の
資
料
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
に
は
、
土
屋
や
湯

浅
の
よ
う
に
辞
書
を
利
用
す
る
方
法
が
あ
る
が
、
実
作
の
ほ
う
が
当
時
の
言
語
の
実
態
を
よ
り
反
映
し
て
い
る
と
考
え
、
こ
れ
ら
三
つ

の
資
料
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
比
較
資
料
と
し
て
『
普
通
用
文
章
』
と
同
年
代
の
口
語
資
料
『
安
愚
楽
鍋
』
を
使
う
方
法
も

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
安
愚
楽
鍋
』
は
、
漢
語
流
行
期
の
資
料
で
あ
り
、
都
武
士
・
新
聞
好
の
漢
語
使
用
に
つ
い
て
、
か
な
り
の

誇
張
が
あ
る
と
の
報
告
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
比
較
資
料
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
る
と
考
え
、
今
回
の
調
査
で
は
用
い
な
か
っ
た
。
な

ぉ
、
『
浮
世
風
呂
』
『
浮
世
床
』
に
つ
い
て
は
、
会
話
文
の
み
を
調
査
対
象
と
し
た
。

調
査
の
結
果
は
、
表
（
本
稿
末
尾
）
の
と
お
り
で
あ
る
。
表
に
は
、

ま
ず
『
普
通
用
文
章
』
の
左
ル
ビ
の
漢
語
を
五

O
音
順
に
一
覧

し
た
。
そ
し
て
、
各
語
の
下
に
、
『
浮
世
風
呂
』
に
用
い
ら
れ
て
い
れ
ば
「
風
、
『
浮
世
床
』
に
用
い
ら
れ
て
い
れ
ば
「
床
」
、
『
夢
酔

独
言
』
に
用
い
ら
れ
て
い
れ
ば
「
夢
」
と
記
し
た
。
『
浮
世
風
口
口
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
は
五
三
語
、
『
浮
世
床
』
に
用
い
ら
れ
て
い

る
語
は
五
五
語
、
『
夢
酔
独
一
一
一
一
口
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
は
六
七
語
と
な
っ
た
。
ま
た
、
今
回
調
査
し
た
一
ニ
種
の
江
戸
後
期
の
口
語
資

料
の
ど
れ
か
ひ
と
つ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
は
八
七
語
で
、
全
体
の
約
八
割
に
あ
た
る
。
残
り
の
二
割
の
語
に
つ
い
て
は
、

た
ま
た
ま

こ
れ
ら
三
種
の
資
料
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
調
査
対
象
を
広
げ
れ
ば
、

口
語
資
料
で
の
使
用

を
確
認
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
普
通
用
文
章
』
の
左
ル
ビ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
語
は
、

お
お
む
ね
当
時
の
一
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般
語
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
語
の
う
ち
、
「
シ
サ
ク
（
詩
作
〉
」
「
セ
イ
ヤ
ウ
〈
西
洋
）
」
の
二
語
は
『
和
英
語
林
集
成
』
初

版
で
、
次
の
よ
う
に
「
文
章
語
・
古
語
」
の
印
（

T
）
を
付
さ
れ
て
い
お
山

↓
ω
回目
l
ω
k
r
同
戸
め
＼
牛
、
・
部
守
”
冨
品
目
ロ
ぬ
話
門
田
2
・
2
3
0
R可
・
：
：
・

↓
ω
E
1
4
0・
－
段
、
『
寸

y
国

F
D・
当

g宮
5
8
S
E
a－

『籍普通用文章』の漢語

し
か
し
、
話
し
こ
と
ば
に
お
い
て
、
「
シ
サ
ク
」
「
セ
イ
ヤ
ウ
」
に
代
わ
る
ほ
か
の
表
現
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
二
語
は
、
話
し
こ
と
ば
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
二
語
は
、
か
な
ら
ず
し
も

ハ
4
V

一
般
語
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
文
章
語
・
古
語
」
で
は
な
く
、

「
ジ
コ
ウ
（
時
候
）
」
「
シ
ョ
ウ
チ
（
承
知
）
」
「
ハ
イ
ケ
ン
（
拝
見
〉
」
の
三
語
は
、
本
文
と
左
ル
ピ
と
の
両
方
に
用
い
ら
れ
て
い
る

と
い
う
点
で
注
意
さ
れ
る
。
『
普
通
用
文
章
』
の
本
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
に
つ
い
て
は
、
そ
の
序
文
に
「
雅
俗
混
濁
」
と
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
、
「
俗
」
語
は
、
当
時
の
一
般
語
の
こ
と
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
ジ
コ
ウ
（
時
候
）
」
「
シ
ョ
ウ
チ
（
承

知
〉
」
「
ハ
イ
ケ
ン
（
拝
見
〉
」
は
、

一
般
語
が
本
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
ジ
コ
ウ
」
「
シ
ョ
ウ
チ
」
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
左
ル
ピ
を
付
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
も
あ
る
。

19 
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ア足？
タ下か
ツ平亡
ネ常長

の
オ御
？締ご
：交す

の
事
ゾ承I
ジ矢口ち
仕
候

（
四
六
ウ
）

こ
れ
ら
の
例
に
つ
い
て
は
、
「
ジ
セ
ツ
」
「
ゾ
ン
ズ
」
は
、
「
ジ
コ
ウ
」
「
シ
ョ
ウ
チ
」
の
語
釈
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り

は
、
同
じ
一
般
語
で
言
い
か
え
た
だ
け
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
『
普
通
用
文
章
』
の
左
ル
ピ
の
付
し
か
た
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
も
あ
る
か
と
思
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
「
普
通
用
文
章
』
の
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
語
は
、
そ
の
約
八
割
が
『
浮
世
風
呂
』
『
浮
世
床
』
『
夢

酔
独
言
』
の
一
ニ
種
の
江
戸
後
期
口
語
資
料
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
の
一
般
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
を
ふ
ま
え

て
、
本
節
で
は
、
「
普
通
用
文
章
』
が
往
来
物
の
語
棄
の
研
究
に
ど
の
よ
う
に
利
用
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
往
来
物
の
語
棄
の
研
究
は
、

い
ま
だ
十
分
に
進
ん
で
は
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
往
来
物
の
語

棄
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
と
し
て
、
橘
（
一
九
七
七
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
橘
（
一
九
七
七
）
で
は
、
往
来
物
に
日
常
語
が
多
く
見
ら

れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
往
来
物
の
語
棄
に
つ
い
て
は
、
文
章
語
を
基
調
と
し
つ
つ
一
般
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
と

い
う
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
往
来
物
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
棄
に
つ
い
て
考
え
る
第
一
の
段
階
と
し
て
、
各
語
に
つ
い

て
一
般
語
な
の
か
文
章
語
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
『
普
通
用
文
章
』
が
利
用
で
き
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。



ま
ず
、

『
普
通
用
文
章
』
の
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
語
に
は
、
近
世
の
往
来
物
に
例
を
確
認
で
き
る
語
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
ハ
イ
ケ
ン
（
拝
見
ど
は
、

御ピ貴き
状草札5
辱2製
品拝r
T見2

震発
候

（
『
文
林
節
用
筆
海
往
来
』
二
五

O
ベ）

（
『
用
文
章
網
目
』
三
五
九
ベ
）

『議普通用文章』の漢語

な
ど
頭
語
の
例
が
あ
り
、
『
消
息
往
来
』
に
も
、

拝r
見2

拝f
聞き

披ひ
見2

は
い
巴
ゆ

拝
諦

ひ

ゑ

つ

披
開
。

（
五
三
二
ベ
〉

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
普
通
用
文
章
』
の
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
語
で
近
世
の
往
来
物
に
用
例
の
確
認
で
き
る
語
が
、
ど
の
程
度

あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
、
『
消
息
往
来
』
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
『
普
通
用
文
章
』
の
左
ル
ピ
に
用

い
ら
れ
て
い
る
漢
語
の
う
ち
『
消
息
往
来
』
の
収
録
語
棄
と
一
致
す
る
漢
語
は
、

つ
ぎ
に
あ
げ
る
二
六
語
で
あ
っ
た
。

エ
ン
ニ
ン

カ
ク
ベ
ツ

ミノ

ギ

シ
ツ
レ
イ

ガ
ク
モ
ン

キ
ゲ
ン

サ
ン
ヨ
ウ

ケ
ン
ゴ

サ
イ
ソ
ク

カ
ナ
イ

ケ
イ
コ

シ
ユ
ツ
セ
イ

ナ
イ
ギ

ハ
イ
ケ
ン

ヒ
ヤ
ウ
ギ

ナ

γ
ギ

サ
ウ
ダ
ン

ゾ
ン
ズ

シ
ン
セ
ツ

セ

ワ

チ
ソ
ウ

テ
イ
ネ
イ
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左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
語
は
、
さ
き
ほ
ど
か
ら
繰
り
か
え
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
一
般
語
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
二
六
語
は
、
す
く
な
く
と
も
明
治
期
に
一
般
語
化
し
て
い
た
往
来
物
の
漢
語
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
漢
語
が
一
般
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
積
極
的
に
支
持
す
る
と
思

わ
れ
る
が
、
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
漢
語
す
べ
て
が
、

た
だ
ち
に
文
章
語
と
い
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
保
留
が
必

要
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
基
準
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
分
類
は
で
き
る
か
と
思
う
。

た
と
え
ば
、
「
拝
見
」
は
『
普
通
用
文
章
』
の
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
『
消
息
往
来
』
に
「
拝
見
」
の
一
類
義
語
と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
る
「
拝
閲
」
「
拝
諦
」
「
披
見
」
「
披
閲
」
は
『
普
通
用
文
章
』
の
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
五

語
を
、

よ
り
一
般
語
的
な
「
拝
見
」
と
よ
り
文
章
語
的
な
「
拝
関
」
「
拝
謁
」
「
披
見
」
「
披
閲
」
と
に
分
類
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
例
を
あ
げ
て
考
え
た
い
。
「
ブ
ジ
（
無
事
ど
は
『
消
息
住
来
』
に
、

け
ん
ご
堅
固

堅

勝

無

事

そ
く
さ
い

ヨ
山
ぐ
え
o

z
λ
《
グ

（
五
三
ニ
ベ
）

と
あ
り
、
『
普
通
用
文
章
』
で
は
、

か

う

も

ん

そ

ろ

ひ

あ

ん

ね

い

ち

ゃ

う

れ

い

た

て

ま

つ

り

き

ん

べ

ん

し

清
明
川
オ
イ
ヘ
御
揃
御
宮
津
に
御
温
齢
奉
ニ
欣
件
一
候

《

ト

リ

テ

ヲ

ウ

チ

テ

ヨ

ロ

ヨ

ぜ

さ
う
し
ゃ

h
y
b
ぜ
ん
さ
う
〈
わ
う
ご
こ
う
し
ん

草
舎
瓦
全
送
光
御
降
心
可
y
被
v
下
候

（
二
ウ
）

（
四
オ
）



の
よ
う
に
「
安
寧
」
「
瓦
全
」
の
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
の
明
治
初
期
の
往
来
物
に
も
「
無
事
」
が
苅
左
ル
ピ
に
用
い
ら

れ
て
い
る
例
を
確
認
で
き
る
。

2野勺寒2
5居i；舎与
え グ瓦4
1依γ全Z
；~会きょ迎f
f冒 i3年2

：~i ：長

（
『
往
復
日
用
』
上
二
オ
）

（
『
文
章
大
全
』
ニ
ウ
〉

『議普通用文章』の漢語

し
か
し
、
「
堅
勝
」
「
息
災
」
が
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
倒
は
、
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
「
無
事
」
と
類
義
の
語
に

「
無
異
」
が
あ
る
。
こ
の
語
も
『
消
息
往
来
』
に
、

ま
へ
い
づ
れ
も
ぷ
い
に
ま
か
り
お
り

手
前
何
茂
無
異
罷
在
。

ハ
五
三
ニ
ベ
）

と
あ
り
、
明
治
期
以
前
に
往
来
物
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
で
あ
る
が
、
『
普
通
用
文
章
』
を
は
じ
め
、
明
治
初
期
の
往
来
物
の
左
ル
ピ

に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
「
無
異
」
の
語
釈
に
「
無
事
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。

；嘗号次2
5方？に
3幣2
3無ぷヲ屋T
デ異ゐ1
3加かプ無ぷ
：年γ異ゐ
罷よ過手
在 2年主
候 Z
間仕
候

〈
『
作
文
教
援
』
一
一
一
オ
）

（
『
実
益
新
用
』

一ペ〉
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「
無
異
」
が
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
を
見
出
せ
な
い
こ
と
と
右
の
例
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
「
無
事
」
は
「
無
異
」
よ

り
も
理
解
し
や
す
い
語
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
「
堅
勝
」
「
息
災
」
に
対
し
て
も
同
様
の
位
置
づ
け
と
な
ろ
う
。
「
無
事
」
と

「
堅
勝
」
「
息
災
」
「
無
異
」
と
を
比
較
し
た
ば
あ
い
、
「
無
事
」
の
ほ
う
が
一
般
語
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
左
ル
ビ
で
の
使
用
を
基
準
と
し
て
、
類
義
語
を
よ
り
一
般
語
的
な
漢
語
と
よ
り
文
章
語
的
な
漢
語
と
に
分
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
示
し
た
分
類
は
、
あ
く
ま
で
今
回
の
調
査
範
囲
に
お
け
る
左
ル
ピ
の
用
例
か
ら
行
つ

た
も
の
で
あ
り
、
今
後
ほ
か
の
往
来
物
を
調
査
し
て
い
く
な
か
で
修
正
す
る
必
要
が
で
て
く
る
ば
あ
い
も
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し

R

－、。

中
ム
ド

vv

お

わ

り

以
上
、
明
治
期
往
来
物
の
『
普
通
用
文
章
』
の
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
語
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
左
ル
ピ

に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
語
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
後
期
の
口
語
資
料
『
浮
世
風
目
』
『
浮
世
床
』
『
夢
酔
独
言
』
に
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
一
般
語
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た
。
ま
た
、
『
普
通
用
文
章
』
が
往
来
物
の
語
棄
の
研
究
に
ど
の
よ
う
に
利
用

し
う
る
か
に
つ
い
て
は
、

一
般
語
化
し
た
漢
語
の
指
摘
を
可
能
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
提
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
、
左
ル
ビ
に
用
い
ら

れ
て
い
る
漢
語
の
性
格
や
往
来
物
の
語
嚢
の
研
究
へ
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
『
普
通
用
文
章
』
に
か
ぎ
ら
な
い
明
治
期
の
往
来
物
に
共

通
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
、
多
く
の
明
治
期
の
往
来
物
に
つ
い
て
本
稿
と
同
様
の
調
査
を
行
い
、
左
ル
ピ
に
用
い
ら
れ
て
い
る

漢
語
の
リ
ス
ト
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
本
稿
で
は
、
個
別
の
語
の
語
史
に
つ
い
て
は
考
察
を
加
え
る



こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
各
語
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
往
来
物
が
一
般
語
を
取
り
こ
ん
だ
の
か
、
往
来
物
に
採

録
さ
れ
、
書
簡
用
語
と
し
て
使
わ
れ
る
う
ち
に
一
般
語
化
し
た
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
も
あ
る
。

注
（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

『議普通用文章』の漢語

ハ
4
）

母
利
（
一
九
九
四
）
六
七
ベ
を
参
照
。

土
屋
（
一
九
八
七
〉
一
六
四
ベ
を
参
照
。

『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
は
、
見
出
し
の
語
の
頭
に
記
号
を
付
す
ば
あ
い
が
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
T
印
に
つ
い
て
は
凡
例
に
、

↓

〈

曲

g
ロ《回同
0
6
4匂
O
E
E
E
O回目
M

ニロ

σ
g
r曲
。

同

OEO
－mg・

と
あ
り
、
「
文
章
語
・
古
語
」
を
一
不
十
記
号
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
記
号
は
、
再
販
で
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
三
版
に

な
る
と
、
ふ
た
た
び
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
一
一
販
の
凡
例
に
は
、

↓（回一打何百円回同
0
6
0
σ
白

O
H柑

Z
－

と
あ
り
、

T
印
は
「
古
垣
間
」
を
一
示
す
記
号
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
『
和
英
語
林
集
成
』
三
版
で
は
「
シ
サ
グ
」
「
セ
イ
ヤ
ウ
」
と
も
に
、

T
印
を
付
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
で
「
シ
サ
グ
」
「
セ
イ
ヤ
ウ
」
に

T
印
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
古
い
意
識
を
残
し
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
考
え
か
た
も
あ
ろ
う
。

橘
（
一
九
七
七
〉
四
六
七

i
四
七
二
ベ
を
参
照
。

『
消
息
往
来
』
は
、
石
川
ハ
一
九
八
八
〉
に
「
消
息
文
に
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
単
語
・
短
句
・
短
文
の
み
を
あ
つ
め
て
書
き
な
ら
べ
て
い

る
」
（
五

O
ベ
〉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
お
お
よ
そ
、
ど
の
よ
う
な
語
が
近
世
の
往
来
物
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
に
は
適

当
で
あ
る
と
考
え
、
比
較
資
料
と
し
た
。

ハ
5
）

（

6
）
 

〈
橘石参
豊川考
（松文
一太献
九郎〉
七（
七ー
〉九
喜八
回入
筒〉
作『
法往
の来
研物

.~ ~ 
風立
聞と
書展
房国
雄
松
堂
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土
屋
信
一
（
一
九
八
四
）
「
漢
語
流
行
の
一
側
面
l
l
l
明
治
期
女
子
用
往
来
物
を
資
料
と
し
て

i
l」
『
国
語
語
葉
史
の
研
究
』
五

1
1
1
1
（
一
九
八
七
）
「
浮
世
風
呂
・
浮
世
床
の
会
話
文
の
漢
語
使
用
率
」
言
語
語
実
史
の
研
究
』
八

母
利
司
郎
（
一
九
九
四
）
「
明
治
〈
学
制
〉
期
に
お
け
る
国
語
作
文
教
科
書
の
諸
問
題
｜
｜
国
語
教
育
前
史
論
一
二
｜
｜
」
『
国
語
国
文
学
』
八
岐
阜
大

学
〉
二
二

山
田
俊
雄
（
一
九
七
七
）
「
漢
語
研
究
上
の
一
問
題
｜
｜
漢
語
層
別
化
の
試
論

i
l」
『
松
村
明
教
授
還
暦
記
念
国
語
学
と
国
語
史
』
明
治
書
院

湯
浅
茂
雄
三
九
九
一
）
「
雅
俗
対
訳
資
料
と
語
業
研
究

l
i
『
雅
語
訳
解
』
『
古
言
訳
解
』
を
資
料
と
し
て

i
i」
『
日
本
近
代
語
研
究
』
一

八
テ
キ
ス
ト
〉
傍
線
部
は
、
本
稿
で
用
い
た
略
称
。

『
消
息
往
来
』
『
文
林
節
用
筆
海
往
来
』
『
用
文
章
綱
目
』
〈
以
上
『
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
』
第
八
巻
）
『
浮
世
風
呂
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大

系
）
『
浮
世
床
』
（
稲
垣
正
幸
・
山
口
豊
『
盟
問
浮
世
床
総
索
引
』
武
蔵
野
書
院
）
司
夢
酔
独
一
守
一
日
』
（
稲
垣
正
幸
・
山
口
豊
『
夢
酔
独
言
総
索
引
』
武

蔵
野
書
院
〉
『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
（
吋
C
斗
叶
円
切
復
刻
版
）
一
二
版
（
講
談
社
学
術
文
庫
復
刻
版
）

『
間
一
切
仕
飼
町
周
文
』
（
宇
喜
田
小
十
郎
著
明
治
一
一
・
一
二
刊
〉
『
働
時
叶
間
対
劉
授
書
』
（
大
島
東
陽
編
明
治
一
一
・
一
一
刊
）

（
宇
喜
田
小
十
郎
著
明
治
一
一
了
二
刊
）
『
糊
輯
実
｜
胡
劃
刷
文
』
（
沢
田
寛
一
著
明
治
三
二
・
一
八
一
二
版
〉
刊
）

表

『
普
通
用
文
章
』
の
左
ル
ピ
の
漢
語

ア
ン
グ
ワ
イ

ア
ン
シ
ン

イ
シ
ヤ

イ
ツ
シ
ヨ

イ
ン
シ
ヤ
ウ

エ
ン
ニ
ン

エ
ン
ハ
ウ

オ
ウ
チ
ヤ
ク

カ
ウ
カ
ク
ベ
ツ

ガ
ク
モ
ン

カ
ナ
イ

カ
ン
シ
ン

カ
ン
ジ
ン

夢夢夢

風

床床床床床

風風

床

風風風

風

夢夢夢夢夢

カ
ン
ハ
ズ
）

キキ
ゲ
ン

キ
ブ
ン

キ
メ
イ

ギ
ロ
ン

ギ
ン

『
単
一
文
章
大
全
』

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
〉

風風風

床床

風

夢夢夢夢夢



『欝普通用文章』の漢語

グ
チ
ク
フ
ウ

グ
ワ
ク
ワ
イ

ク
ワ
ジ

ケ
イ
コ

ケ
シ
キ

ケ
ン
ゴ

ゴ
ク
ラ
ク

コ
ン
イ

サ
イ
キ

サ
イ
ソ
グ

サ
ウ
ダ
ン

サ
ウ
レ
イ

サ
タ
ザ
ン
ネ
ン

サ
ン
ヨ
ウ

ジ
ギ
シ
キ
ヨ

ジ
コ
ウ

シ
サ
ク

シ
シ
ョ
ウ

ジ
セ
ツ

シ
ソ
ク

シ
ダ
イ
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風風風風風風風風

床床床

夢夢

床床床床床床床

夢

シ
ツ
レ
イ

シ
ヤ
レ

シ
ユ
ツ
セ
イ

シ
ョ
ウ
チ

シ
ヨ
セ
イ

シ
ヨ
セ
キ

シ
ン
セ
ツ

シ
ン
パ
イ

シ
ン
ボ
ウ

セ
イ
ヤ
ウ

セ
カ
イ

セ
ケ
ン

セ
タ
イ

セ
ツ
ク

セ
ワ
ゼ
ン
セ
ン
セ
イ
・

ソ
ク
セ
キ

ソ
マ
ツ

ゾ
ン
（
ズ
〉

タ
J
・
セ
ツ

タ
イ
ソ
ウ

タ
ク
サ
ン

チ
エ
チ
ソ
ウ

夢セ官
9" 夢古

Y
主鐙＇
? 夢

風風風風風風風風風風風風風

床床床床床床床床床床床床床床床床

夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢

チ
ヤ
チ
リ
テ
イ
ネ
イ

一アン
ド
ウ
グ

ト
ウ
ジ

ト
ウ
ジ
ン

ト
ウ
リ
ウ

ナ
イ
ギ

ナ
ン
ナ
ン
ギ

、
不
ン
ネ
ン
ゴ
ウ

ハ
イ
ケ
ン

ヒ
ザ
ウ

ヒ
ヤ
ウ
ギ

ピ
ヤ
ウ
キ

ピ
ヤ
ウ
ニ
ン

ヒ
ヤ
ウ
バ
ン

ピ
ン
ボ
ウ

フ
ウ
カ

ブ
ジ
ヘ
ン
J
j

ベ
ン
ト
ウ

ホ
ウ
コ
ウ

風風風風風風風風風風風風風

床床床床床床床床床床

夢夢夢夢夢夢古7J夢夢夢
主官
官r夢夢夢



28 

ヤヤモメボホ
ウウヨインン
スジウジ
ンン

床

夢
夢

風

床

夢

夢

風

床

夢
床

夢

ヤ
ク
ヤ
ク
シ
ヨ

ヤ
ク
ニ
ン

ヤ
ゼ
ン

ヨ
ウ
ジ

リ
ツ
ハ

風風 風

床床床

夢 夢夢夢

レ
イ
レ
イ
ギ

レ
ウ
リ

レ
ウ
ヂ

ロ

風

床

夢
床

風

床

夢

風

床

夢


